
国家公務員共済組合連合会三宿病院の診療等に関する協定

防衛省（以下「甲」という。）と国家公務員共済組合連合会（以下「乙」という。）

は、国家公務員共済組合連合会三宿病院（以下「三宿病院」という。）の診療等に関し

て、下記のとおり協定する。

記

（一般事項）

第１条 甲及び乙は、自衛隊中央病院と三宿病院とが連携を保ちながら診療活動を行っ

てきたことに鑑み、相互の立場を尊重し、それぞれの可能な範囲で協力するものとす

る。

第２条 三宿病院の管理運営は、乙の理事長の指揮監督の下に、三宿病院長が行うもの

とする。

（医官等の派遣）

第３条 甲は、自衛隊中央病院の医官及び歯科医官の教育訓練のため、三宿病院に医官

及び歯科医官を派遣するものとする。

２ 乙は、前項の医官及び歯科医官について、三宿病院において診療に従事させるもの

とする。

（研修医）

第４条 乙は、自衛隊中央病院において初任実務研修及び専門研修を受けている医官及

び歯科医官に対し、三宿病院において研修医として診療に従事させるものとする。

（施設の利用等）

第５条 甲は、三宿病院が自衛隊中央病院の施設及び技術を利用するに際し、その必要

に応じ便宜を図るものとする。



（その他）

第６条 この協定の実施に関し必要な事項は、防衛省大臣官房衛生監と国家公務員共済

組合連合会病院部担当常務理事が協議の上、定めるものとする。

（有効期間）

第７条 この協定の有効期間は、平成５年４月１日から平成１８年３月３１日までと

し、期間満了の３か月前までに甲又は乙から相手方に対し書面により申出のない限り

同一条件をもって更に１年継続するものととし、爾後も同様とする。

平成５年３月２９日

防 衛 事 務 次 官 日 吉 章

国家公務員等共済組合連合会

理 事 長 古橋 源六郎

一部改定 平成 ６ 年３月３１日

一部改定 平成 ７ 年３月３１日

一部改定 平成 ８ 年３月２９日

一部改定 平成 ９ 年３月３１日

一部改定 平成１０年３月３１日

一部改定 平成１１年３月３１日

一部改定 平成１２年３月３１日

一部改定 平成１３年３月２９日

一部改定 平成１４年３月２９日

一部改定 平成１５年３月３１日

一部改定 平成１６年３月３１日

一部改定 平成１７年３月３１日

一部改定 平成１９年３月３０日


